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佐藤及びその協力者は１９５６年以来， 北海道特に道央， 道東地方に棲息する蚊の種
］類及びその幼虫

の棲息水域についての調査を為こない， その結果を逐次報告してきた （佐藤・青野
’５８ａ，ｂ； 佐藤・

建脇’５９；佐藤・岩瀬’５９，
’６０； 佐藤’５９’６２）， 今回はこれらの諸報告に引続き， 阿寒国立公園

一帯及び知床半島に老ける調査結果を報告する．

　

阿寒の蚊については既に ＳＡＳＡ ａｎｄ ＴＡＫＡＨＡＳＨ１（’５０）， ＬＡＣＡＳＳＢ等 （
’５０）， ＨＡＲＡ（

’５７，
’５９），

服部 ぐ５８） 等の報告に為いて述べられている． しかしこれらの報告は， 少なくとも阿寒の蚊に関

する限りは分類学的な記載が主であって， 幼虫の棲息水域についてはほとんど触れておらず， また

採集が総べて６月中旬以後のいわゆる観光シーズンに入ってからのものであったために， 融雪時期

のみに発生する蚊の種類については， その幼虫や輔の知られていない場合が多かった，
一方知床半島には， 近年幾つかの探険隊が入り込んでいるが， 右びただしい数のャブヵが棲息し

ているということがわかっているだけで， その種類や発生水域などについては全く未知の状態にあ

る．

筆者等は１９５８年から１９６０年の３ヶ年にわたり， 阿寒国立公園一帯， 及び知床半島のウトｐを中心
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にしたオホーツク海側の政族及びその発生水域を調査し， 特に１９６０年には， 融雪時期の直後に幼虫

の棲息水域を訪ね， 採集した幼虫を飼育して個体毎に幼虫， 蝿， 成虫の一貫した標本を得， 若干の

興味ある種類を確認することができたので， 従来の知見と併せてここにその結果を報告する．

　

稿を草するにあたり， 今回の調査に協力された建脇宏安 （旭川市北鎮小学校教諭）， 岩瀬弘奥

（遠軽中学校教諭） の両氏， 及び本学々生小原勲， 萱場元昭， 小柳省三， 沢田勇の諸君に深甚の謝

意を表する．

１． 阿

　

寒

　

の

　

蚊

１． 蚊

　

の

　

種

　

類

　

阿寒国立公園は北海道の東部に位し， 千島火山帯の一部をなす． 雄阿寒岳， 雌阿寒岳等の火山を

有し， その間に阿寒湖 （海抜４１９ｍ）， 屈斜路湖 （海抜１２１ｍ）， 摩周湖 （海抜３
５１ｍ） 等の大小の湖

沼を配し， 全地域はエゾマツ， トドマツ， シラカンバ等の原生林に被われている，

第１図 阿寒国立公園における蚊の種類と採集地（黒点は幼虫の棲息水域の －－
所在を示す）

筆者等が１９５８年から１９６０年の３年間に採集を右こなった地域は， 第１図に示すように和琴， コタ

ソ， 池の湯， 川湯， 阿寒湖畔などであり， それらの地域から確認し得た蚊の種類は第１表に示すよ

うに６種類である，

　　　　

第１表

　　

阿寒国立公園から採集された蚊の種類

ミスジハポシカ・Ｃ〃／′ｒｓｅね （Ｑｆ／‘ｒｓｅ′”）・Ｋ備中ｙの粥川－ｒｓ（ＹＡＭＡＤ^，１９３２）

ＶＩＩＩ－１５，１９５９：２～４令幼虫；阿寒湖畔

チシマヤブカ

　

Ａｅ（／ｅｓ（ｏｃ／ｚ／ｅｒｏ′”／″ｓ） “７ｃ′ｏ「（Ｋー廓 １８３７）

Ｖ１‐２８～３０，１９５８：成虫；和琴，川湯，阿寒湖畔

Ｖ‐２０～２３，１９６０：４令幼虫，蛸；和琴，コタソ，川湯，阿寒湖畔
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アカソヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（ ｏｄｚ／ｇｒｏぞαｒｆｆｓ）ｅＡ’ｃｒｚｒｃ！”’７ｓ（Ｗ乱取りＲ，１８５６）

Ｖ１‐２８～３０，１９５８：成虫；阿寒湖畔

トカチヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃ／’′ｅｒ所婿”ｓ）ｃｏｉ’？“””？′ｓ（ＤＥＧ圏Ｉ｛，１７７９）

ＶＩ．２８～３０，１９５８：成虫；和琴，川湯，阿寒湖畔

Ｖ‐２０～２３，１９６０：４令幼虫，蝋；和琴，コタソ，川湯，阿寒湖畔

エゾヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄｅｓ）ｅｓｏｅｉ婚お ＹＡＭＡＤＡ，１９２１

Ｖ‐２０～２３，１％０：３～４令幼虫；和琴，池の湯，川湯

ホッコクヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄｅｓ）ｃ初夢釧ｓＭＥＩＧＲＮ，１８１８

Ｖ‐２０～２３，１９６０：３～４令幼虫；和琴，川湯

２． 幼虫の棲息水域

１９６０年の５月２０日～２３日に最も大がかりな調査をおこなったので， その時の発生水域の様相を各

地域毎に述べる，

　

和琴は屈斜路湖の南端に突き出た半島である． 蚊の発生水域はほとんど， 半島の首の部分を中心

にした湿地帯に限られている． この地帯ではェゾマッ， トドマツ等の林内やその周辺に融雪水が溜

まって， 大小種々の水域を形成していた． 和琴における調査結果を便宜上Ａ地域， Ｂ 地域， Ｃ地

域の３部に分けて述べる （第１図左上）．

第２～４図

　

和琴における蚊の幼虫の棲息水域

第３回

　

Ｂ地域（エゾヤブカ，ホッコクヤブカ）第２図

　

Ａ地域（チシマヤブカ，トカチャブカ）

　

Ａ地域はキャンプ指定地の南側に続いている林内

一帯である （第２図）， 水深 ３０ｃｍ 程度の大型の水

域であって， 底には落葉や， 禾本科植物の粘葉がみ

られ， かつ観光客のすてた空鐘や有機物によってか

なり汚染されていた， 水温は １４０Ｃ． この水域には

０じん虚ｒｏ云餌αｓ 亜届のチシマヤブカ， トカチヤブカの

２種の３～４令幼虫が極めて」終に発生していた，

　

Ｂ地域は， 半島の首の部分から半島東岸の野天風

呂に至る間の湿地帯であり， 樹木はまばらで枯草が
第４図

　

Ｃ地域（トカチャブカ）

多く， 比較的小型の水域が散在している （第３図）， 水温は１４～２１
０Ｃ． この地域では前記のチシマ

ヤブカも棲息しているが， これよりも Ａｅ‘をｓ 亜属のェゾャブヵが優占し， さらにェゾャブヵに近

縁のホッコクヤブカが混棲していることが特徴的である．

　

Ｃ地域は， バス停留所より半島に向う道路の左右の側溝（水温１２
０Ｃ）， 及び側溝の東側の林内で

ある． 側溝は比較的日当りがよく，
３０ｃｍ 以上の水深を有する比較的大型の水域で， 部分的にはＡ

地域と連なっている （第４図）． この側溝からはトカチャブカが採集きれたが， その棲息密度はＡ

－１４８－
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地域程高いものではない． 一方林内の方は小型の浅い水域が散在し， ェゾャブヵ及びホッコクヤブ

カ等の Ａｅｄｅｓ亜属の蚊が採集きれた．
以上のことから， 和琴では， 比較的大きく深い水域には

　

○ｃ秘のｏ加Ｚ”ｓ

　

亜届が， 比較的小さく浅

い水域には Ａｅｄｅｓ亜届がれれぞれ優占し， 特に ｏｃ′ばｇｒｏｆαｉ‘岱 亜属の蚊はかなりの人工的な汚染に

も耐え， 極めて密に発生しているものといえる，

　

コタンでは道路の両側の林内に散在する地上の水溜りが蚊の発生水域となっている， いずれもか

なり大型の水域で， 水温は９～１３
０Ｃ， チシマヤブカ及びトカチャブカが混棲していた． 水域の様相

も， 棲息している蚊の種類も， 前述の和琴のＡ地域に近いものである．

　

池の湯は他の地域とはかなり様相を異にしていた． 即ち湖の周辺には樹木がほとんどみられず，

湿地に点在する小型の水溜りにはェゾャブヵが稀少に棲息して有り， 水温は２１～２２
０Ｃ であった，

水温が他の地域に比べて著しく高いのは， 樹木が疎らなために日当りがよくなっているからであろ

う．

　

川湯では， 温泉街と屈斜路湖の間に存在する約 ２ｋｍ 平方の湿地帯に多数の発生水域を見出し

た． 湿地帯の東端即ち温泉街に近い地域， 及び湿地帯の西端即ち屈斜路湖に近い地域では， 共に道

路の側溝及びこれに連続する比較的大型の水域がみられ， ここにはチシマヤブカやトカチャブカが

かなり密に棲息していた， 水温は８～１８
ｏＣ， 道路添いの側溝には， 往々にして空箱， 塵芥等が捨て

られて粘り， このように汚染されている水域には， 前記２種の蚊の幼虫が特に濃厚に棲息している

場合が多かった （第５図）， 一方林内や湖畔の裸地に点在する小型の浅い水域には， エゾヤブカ及

びホッコクャブヵが棲息していた （第６図）．

第５～６図

　

川湯における蚊の幼虫の棲息水域
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第５図

　

道路の側溝（チシマヤブカ，

　　　

トカチヤブカ）

第６図

　

林内の小型の水溜まり（エゾヤブカ

　　　　

ホッコクヤブカ）

　

阿寒湖畔では， キャンプ指定地の周辺及びボッケの近くからチシマヤブカ及びトカチヤブカの幼

虫が採集されたが， 川湯の場合と同様にチシマヤブカの方が多かった， 幼虫の棲息水域は樹木に囲

まれ， 比較的大型のものであって， 水温は８～１４
０Ｃ， 既に述べた和琴のＡ地域， コタン， 及び川湯

の林縁部などにみられた水域に似た様相を呈していた．

　

なお協力者の１人である建脇は，１９５９年の８月１５日に， 阿寒湖畔のボート内の溜まり水から， ミ

スジハボシカの２～４令幼虫を多数採集している． 本種が大雪山系では地上の小型の水溜まりのよ

うな自然水域から， 旅館の汚物入れの空鎚のような人工水域にまで広範囲に発生することは既に報

告きれているが （佐藤’５９）， 阿寒湖畔に為いても上述のような人工水域にまで進出していること

は興味深く思われる．
１９５８年の６月中旬， 阿寒湖畔に老いて， 吸血のために来集するアカンヤブカの成虫を多数採集し

一１４９一
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たが， その幼虫は阿寒一帯では未だ知られていない． 筆者等は旭川で， 該種の幼虫が副雪水に発生

することを確認しているので （佐藤・岩瀬’５９）， 阿寒一帯の轍雪水域にも大発生していることを予

期していたのであるが， 今回即ち１９６０年５月２０～２３日の調査でもその幼虫を発見できなかったのは

意外である．

３．

　

考

　　　　　　

察

　

ＳＡＳＡ 等 （’５０）， ＬＡＣＡＳＳＢ 等 （
’５０）， ＨＡＲＡ（

’５７，
’５９）， 服部 （’５８） 等の報告を総合すると，

阿寒一帯で現在までに知られている蚊は次ＤＩ湖種類である，

　

シ

　

ナ

　

ハ マ

　

ダ

　

ラ

　

力

　

月７７０の白ぞ／倦 んｙｒｃｄ〆ｚｚｆｓｓ初の７ｓｚｒｓ帆′ＩＥＤＥＭＡＮＮ，１８２８

　

エセシナハマダラ力

　

Ａ７７０弱′２，ｇ／ｅｓｓｚ”ゼメメダｅｓＹＡＭＡＤＡ，１９２５

　

ハ マ ダ ラ

　

ウ

　

ス 力

　

Ｃｚｆ海溝（Ｃｚｆ．迄窯）ｏｒｚｒｅ’７ぞ”な ＢＤＷＡＲＤＳ，
１９２１

　　　

（

　

〃

　

）

　　　

Ｑばｅ工（Ｇｚ‘彪ｔ）刀”ラフ？冴如婚 ＮＯＥ，１８９９

　

ス ジ ア シ イ エ カ

　

Ｃｚｄｅ１（ｑｄｅ工） 第ｇ倣お Ｗ・ＥＤＥＭＡＮＮ，
１８２８

　

ア

　

カ

　

イ

　

エ

　

カ

　

Ｃｚ．ｆをエ（Ｃｍ釧）髭かの２ｓ

　

カメ／の７ｓ ＣＯＱＵＩＬＬＥＴＴ，１８９８

　

エ

　

ゾ

　

ウ

　

ス

　

カ

　

Ｃｚば錆 （配ｅｏｃ”／〃×） ”【膨れｓ！ｓＳＡＳＡ ｅｔ ＴＡＫＡＨＡＳＨ１，１９４８

　

ミ ス ジ ハ ボ シ

　

カ

　

Ｃ擬声ｅｚｑ（Ｃｍ．Ｚｓｇ奴）た微妙αｍｅｉ？ｓｚｒｓ（ＹＡＭＡＤＡ，１９３２）

　

ヤ マ

　

ト ハ ボ シ

　

カ

　

Ｃ”互彫加 （Ｃ●ｚ‘′′！ｓｅ””） 欄めＰｏ欄ｃα ＹＡＭＡＧＵｃＨ１ｅｔＬＡＣＡＳＳＥ，１９５０（幼虫の

　　　　　　　　　　

み）

　

ヤ

　

マ

　

ト

　

ヤ

　

ブ

　

カ

　

Ａ司郎 （Ｆｉ７”◎”） 魚ＰＯＪＩ定雄 （ＴＨＢＯＢＡＬＤ，１９０１）

　

ア

　

カ

　

ン

　

ヤ

　

ブ

　

カ

　

Ａｅｄｅｓ（０物Ｚｅｒｏなれ‘ｓ）ｅ＃ｃ錦鯉ｒｍｌｓ（ＷＡＬＫＥＲ，１８５６）（成虫のみ）

　

エ

　

ゾ

　

ヤ

　

ブ

　

カ

　

Ａ可憐 （Ａｅｄｅｓ）ｅｓｏｅ’？瀞Ｓ ＹＡＭＡＤＡ，１９２１

　

筆者等が採集した６種類のうち， チシマヤブカ， トカチャブカ， ホッコクヤブカの３種類は阿寒

では未記録の種類であり， 従って上記の１２種類にこの３種類を加えて， 現在
１５種類の敷が知られて

いることになる．

　

邦産のチシマヤブヵ， トカチヤブカ， 及びホッコクヤブヵの３‐種類については， 従来， 浅沼等

（’５２） 及び原 （’５７） によって雌雄各外部生殖器の記載がなされたにとどまり， 幼虫， 蝿， 成虫の

外部形態にわたる一貫した記載はなされておらなかった． その後佐藤 （’６２） は大雪山系に大発生

するトカチヤブカについて一貫した記載をしているので， チシマヤブカとホッコクヤブカの２種類

については，
．今回阿寒国立公園から得られた材料によって後述のような記載をする． なおこの２種

類の蚊は， その後大雪山系からも採集されている （佐藤未発表），

　

筆者等が採集した６種類の蚊はすべて人を襲う種類であるが， 特にチシマヤブカとトカチヤブカ

の２禾竃頬は， 阿寒国立公園一帯の融雪水域に極めて密に発生しているので， その加害は大きいもの

と思われる． この２種類は大雪山系にも大発生し， その最盛時期にはいわゆるヤ
ブカ類であるにも

かかわらず， 昼夜を問わず激しく来集することが知られている （佐藤未発表）， 阿寒国立公園内の

和琴では， 湖畔のキャンプ指定地のすぐ傍に， チシマヤブカとトカチヤブカの幼虫が極めて密に棲

息する大型の水域が連なっているので， ６～７月にこの地を訪ずれるキャンパー達は， おそらくは

昼夜共に著しい吸血の害を受けることであろう． これらの蚊は卵で越冬し， 年に１回， 融雪水域に

のみ発生するものであることが知られているから， 羽化前の５月中旬ころに， このような水域に，

適当な殺虫剤を撒布することにより， 観光シーズンにおける蚊の害をかなり防除できるものと思わ

れる，
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１１． 知

　

床

　

の

　

蚊

　

１， 蚊

　

の

　

種

　

類

知床半島は北海道の東部， オホーツク海に突出した半島で， 半島の中央を走る山脈を堺にして，
オホーツク海に面する北西側 （網走支庁管内）と， 野付水道に面する東南側 （根室支庁管内）とに

分けられる，

　 　

　

　　　　　　　　

　　　　　

″，ノののたり；

オ

　

ホ

　

ー

　

ツ

　

ク

　

海

・・ 膨

　　

。 ５ －。Ｋｍ ｆ　

　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　　　　　

　

第７回

　

知床半島における蚊の種類と採集地（黒点は幼虫の棲息水域の所在を示す）

筆者等が１９５９年６月２５～２７日及び１９６０年６月３～５日の２回にわたって調査した範囲は， 半島の

北西側即ち国鉄釧網線の斜里駅より約 ４０ｋｍ のオシンコシン， ウトｐ， 岩尾別の３地域を結ぶ一

帯である （第７図），

　

これらの地域から確認した得た蚊は第２表に示すように９種類である，

第２表

　　

知床半島から採集された蚊の種類

ヤマトハマダラ力

　

Ａ’２呼んｅ／ｅｓ““ｄｅｓ”〆 声加川伽ｓＹＡＭＡＤＡ，１９１８

Ｖ１‐３～５，１９６０：３～４令幼虫；ウトロ，岩尾別

７

　

カ

　

イ

　

エ

　

カ

　

Ｑｆ／鋼 （ｑ！超リカかね７ｓＰ”′′の７ｓＣＯＱＵｎ．Ｌ窮理 １８９８

ＶＩ－２５～２７，１９５９：３～４令幼虫， 鮪， 成虫；ウトロ

ミスジ ハ ポ シ カ

　

Ｃ雇おｅぞα（Ｃｍ・′ｓｇｒｑ） Ｋｍ？幻聴’’？ｅ’？ｓお（ＹＡ｝｛^ＤＡ，１９３２）

Ｖ１ ５～２７，１９５９：４令幼虫，蹄， 成虫；ウトロ

トウゴウ ヤ ブ カ

　

Ａｅｄｅｓ（凪掴め収）′ｏｇα（ＴＨＥＯＩ；ＡＬＤ，１９０７）

　

ＶＩ－万 ２７，１９５９：各令幼虫， 蟻， 成虫；ウトロ

Ｖ１‐３～５，１％０：各令幼虫；ウトロ
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ブマ ト ヤ

　

ブ

　

カ

　

Ａｅｄｅｓ（躍り“”）′”） 声加川鋸ｓ（ＴＨＲＯＢＡＬＤ，１９０１）

Ｖ１‐３～５，１９６０：２～３令幼虫；オシソコシソ，
岩尾別

ヤ マ

　

ダ シ

　

マ

　

カ

　

Ａ司郎 （Ｓ！ｅｇのめ’′”） Ｆ／”ジ物たね！ｓＹ′いＩＡＤＡ，１９２１

Ｖ１‐３～５，１９６０： ２～３令幼虫；オシソコ
シソ

ミ ス ジ ツ

　

マ

　

カ

　

Ａｅｄｅｓ（Ｓｚｅｇｏ川戸”）ｇ”′′ｏｉｓ′Ｙ′いいＤＡ，１９２１

ＶＩ－３～５，１９６０：２～３令幼虫；オシソ
コシソ

ト カ チ ヤ

　

ブ

　

カ

　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃ／！／ｅｒｏｒ研ぎｆｓ）ｃｏｉ〃〃？！ｔメガｓ（ＤＥＧＲＲＲ，１７７６）

Ｖ１‐２５～２７，１９５９：成虫；ウトロ

Ｖ１‐３～５，１９６０：３～４令幼虫； オシソコツ
ソ， ウトロ

エ

　

ゾ

　

ナ

　

ブ

　

カ

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｒｅｄｅｓ） 〃ｓｏｅ’？ｓ′ｓＹＡし＼ＤＡ，１９２１

Ｖトガ～２７，１９５９：１～２令幼虫； ウトロ

ＶＩ－３～５，１９６０：３～４令
幼虫， 幅； オシソコシソ， ウトロ

２． 幼虫の棲息水域

１９６０年６月３～５日の調査結果を主にして，ｇ１文類の発生水域の様相を各地域毎に
述べる，

オシンコシンにおいては， オシンコシン崎付近の林内の小型のグラウン ドプールにトカチャブカ

及びェゾャブヵが混棲していた （第８図）． 轍にはェゾャブヵが単独に棲息し， また露天に放置さ

れた漬物樽にはミスジシマカ， ヤマダシマカ， ヤマ トヤブカが混棲していた （第９図）． ヤマ トヤ

ブカは， 本州や札幌， あるいは旭川附近な
どでは， 渓流の砦の凹みやコンクリ「ト水

槽， さらには

墓地の石手洗金本などに発生するのが普通であって （加藤’５５， 佐藤・岩瀬
’６０）， 今回のように漬物

樽内に見出されたのは極めて例外的なものであろう，

第８～１０図

　

知床半島における蚊の幼虫の棲息水域

第８回

　

オシソコシソ，林内の小型の水溜ま

　　　

り （トカチヤブカ， エゾヤブカ）

第９図

　

オシソコシソ， 漬物樽（ミスジシマ

　　　

カ， ブマダシマカ， ヤマトヤブカ）

翁１０図

　

ウトロ，湖沼まり（トウゴウヤブカ）

　

ウトロでは， 民家の流し水溜まりにアカイエカが

発生しており， 海岸に散在する潮溜まりにはトゥゴ

ウヤブカの各令幼虫が密に棲息していた （第１０図）．

筆者等の未発表の記録によれば， トゥゴウヤブカは

道南の尻岸内から留萌， 利尻， 礼文等の海岸の潮溜

まりにも広く棲息、しているので， 本種は道内の海岸

地帯， 特に岩石海岸地帯にはあまねく分布している

ものと思われる， 一方林内では， オシンコシンの場

合と同様に， 比較的小型のグラウンドプールにトカ

－１５２
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チャブカとエゾヤブカが混棲して右り， 小渓流の流域にはヤマトノ・マダラ力が棲息してい
た， なお

１９５９年６月２６日には， ホｐベッ川附近の林道の凹地にェゾャブヵの若令幼虫が， 道路の側溝にミス

ジハボシカの４令幼虫及び蝿が共に密に棲息しているのがみられた，

　

岩尾別では渓流の流域からヤマトノ・マダラヵの幼虫が， 海岸の磯舟の中の水溜まりからヤマトヤ

ブカの幼虫がそれぞれ採集された， この場合のヤマトヤブカの棲息水域は， 前述の
オシンコシンの

場合と同様に， 該種の本来の棲息水域ではなく， 恐らくは附近に， 渓流の
岩の凹みのような本来の

水域が存在するものと思われる，

３． 考

　　　　　　

察

知床半島は， 野付水道をはさんで千島列島に接続する地域で
ある故， 一応北方系のり或， 特にアリ

ューシャン系の種灘弐が多く棲息しているのではないかと想像される． しかし筆
者等が調査したオシ

ンコシン， ウトｐ， 岩尾別の範囲では， 確認された
９種類のり戒のうち僅かトカチヤブカ１種のみが

北海道特有の種類で， 他の８種はすべて本州に棲息しているもの
と共通する， 特に民家附近の汚水

溜めにアカイェヵが棲息し， 海岸の岩の潮溜まりにはトゥゴウヤブカが棲息していることなどは，

本州や道内各地の海岸地帯と軌を同じくするものであって， 目新しいことではない，

　

トカチヤブカは十勝岳 （浅沼等’５２Ｊ 及び大雪山一帯 （佐藤’５９） に棲息するのみならず， 既述の

ように阿寒一帯にも亦密に棲息する山地性の蚊であるが， この種が矢口床半島に， しかも比較的低い

林内にも発生していることば興味深いことである， 該種は国内では北海道だけに棲
息しているが，

道内ではかなり広範囲に分布している種類といってよいであろう，

　

この調査で確認された９種類の蚊は何れも吸血性で， 人を襲うことが知られている， しか
し幼虫

の棲息状況から判断して， 海岸沿いの民家に来集するものは主とし
てトゥゴウヤブカとアカイエカ

であり， 林内で激しく人を襲うのは， 恐らくはトカチャブカ及びェゾヤブヵが主体をなし， これに

ミスジハボシカが加わつているものと思われる， ヤマトヤブカ， ヤマダシマ力， ミスジシマカ， ヤ

マトノ・マダラ力の４種は棲息密度が′低いので， その加害は少ないものであろう．

　

大雪山や阿寒一帯では， 湖沼の周辺部の湿地帯に融雪水が溜まり，
一時的にではあるが極めて大

型の水域がつくられ， ここにヤブカ属のうちの

　

○魂を知れれ岱 亜属やＡ司郎 亜属の蚊が大発生して

いる場合が多かったが， 知床半島では大きな湖沼や湿地帯はみられ
ず， 比較的小型の水域のみであ

り， しかもトゥゴウヤブカの発生する潮溜まりを
除けば， 蚊の発生する水域の数は決して多い

もの

ではなかった， にもかかわらず知床半島の山林地帯では無数の
ヤブカの来襲に悩まされるといわれ

ている， 今回の調査は半島の一部分に限られたが，
半島の先端部， 中央の山岳地帯， 及び野付水

道

側の沿岸などにも調査の手を伸ばしたならばさらに詳細を知り得るであろう，

１１１， 月 黍’ｉ（〇泊をγｏｍｚ？／ｉ） 声‘′ばかγ

　

（ＫＩＲＢＹ，１８３７）

チシマャブヵ

　

（第１１図）

　

雌成虫 ： 中型の種類で吻は暗色， 触接は短く暗色， 後頭部は淡黄鱗で被われ左右両側でまばら

にな，る，ｔｏｒｕｓ（触角基部の膨大部） は暗褐色で，
左右両 ｔｏｒｕｓ の内側は黄色である． 胸部楯板は

黄色鱗をまじえて黒褐色鱗で被われ， 中央に黒色あるいは黒褐色の
２本の縦縞がある． 楯板の後半

部に２本の黒帯がある， 胸側， 楯板後部は淡褐色剛毛とわずかの灰白
色剛毛とで被われる． 小楯板

は黄褐色鱗， 突出部は淡褐色剛毛で被われる． 後楯板は黒
褐色， 腹部第１節は中央に黄白色隣帯が

ある， 第１節以外の腹節は暗色鱗で被われるが基部に黄白
色鱗帯がある， 腿節の後部表面は白色鱗

－１５５－
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第１１図

　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃね′ｅｒｏｍｍｓ）Ｐｆｆｚだめｒ（ＫｍｎＹ，１８３７） チシマヤブカ

Ａ：雌ｉ成虫，Ｂ～Ｄ：雄生殖器（Ｂ，ｉ腹而；Ｃ，第９背板；Ｄ，第９腹板）Ｅ～Ｈ：“ぽた生殖器（Ｅ，背面；Ｆ，第９
背板；Ｇ，ｉ腹面：Ｈ， 内部生殖器），１：輔尾部．Ｊ～Ｍ：幼虫（Ｊ，頭部；Ｋ，尾部；Ｌ，側鱗；Ｍ，呼吸管嫁），
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で， 末端部は暗色鱗で被われる， 鰹節，犀付節はともに暗色毛を生じる （第１１図， Ａ）．

雄成虫生殖器：第９背板 （第１１図，Ｃ）の長さは， 幅よりやや長く， 両突起は中央が膨んだ長方

形をなし， ６～９本の剛毛を具える， 第９腹板 （第１１図， Ｄ） は左右両側がやや凹んだ円形をな

し， 後縁近くに７～１２本 （８個体のうち７個体は１２本前後） の剛毛を具える． 第１０腹板は硬化し先

端で鈎状になる， 中央体は円筒状で腹側に開き背側で閉じる． 小把握片は短く中央で曲る．側片の

長さは幅の約３．５倍で鱗片及び長短の剛毛で被われる， 基部葉は大きく三角錐状をなし， 基部で僅

かに分離する， 長剛毛のある基部以外の基部薬は短剛毛が密生する．先端葉は広く， 平板で毎曲し

た剛毛を具える． 把握片は１則片の約
２／３の長さで中央部は幅広く， 先端近くで内側に曲る， 把握片

の先端近くでは小剛毛を生じる． 先端の爪は細長く， 長さは把握片の約
１／６（第１１図， Ｂ～Ｄ）．

　

雌成虫生殖器： 第８腹板， 第８背板ともに葡形． 第９背板 （第１１図， Ｈ） は２個の先端葉を有

し， 先端部はキチン化し基部は膜状． 第９背板の先端葉はそれぞれ５～６本の剛毛を具える，ｌｎｓｕ
ｌａ

は２本の亜中央毛を１対有する．Ｓｉｇｍａの先端は平板，Ｃｏｗｌはキチソ化する （第１１図， Ｆ）． 後

生殖薬は中央がやや凹みほぼ正方形をなす， 後生殖葉全体に剛毛を生じ， 先端近くには他より長い

１対の剛毛を生じる． 尾葉はほぼ円筒状． 受精嚢は３個で１個は他の２個よりやや大きい （第
１１図，

Ｅ～Ｈ），

　

蛎： 燐泳片は長卵形， 中自力はほぼまっすぐ． Ａ毛は２分岐． 祷泳片毛は通常単条． 第８節ｉ腹節

毛は単条で長い （第１１図， １），

　

４令幼虫： 触角の長さは頭の長さの約１／２， 表面に糠が多い． 柄の中央よりやや基部寄りに数本

に分岐した触角毛がある． 触角毛は触角の先端までは達しない． 後額板毛 （第１１図， ｊ，４） は小

さく， 数本に分岐， 内前頭毛 （第１１図， Ｊ，５） は通常２本， 稀に３～４本に分岐． 中前頭毛 （第

１１図， ｊ，６） は通常２本， 稀に３本に分岐， 外前頭毛 （第１１図， ｊ，７） は通常５本， 稀に
６本

に分岐． 第８節のイ則隣の数は１１～１４個．イ則鱗 （第
１１図， Ｌ）の先端は長く鋭く尖り基部に小堀を密

生する， 呼吸管比は２．０～２．５． 呼吸管嫌（第１１図， Ｍ） は
１７～２１個で呼吸管の基部より２／５～３／６

までに密に並ぶ． 呼吸管毛は４～７本に分岐し， 呼吸管域にすぐ続いて生じる， 足節の約３／４は鞍

板に被われる， 鞍板毛は単条で鞍板とほぼ同長． 背面刷毛状毛の上毛は短い毛束， 下毛は
１本の長

剛毛． 腹面刷毛状毛は長い毛束が列生する， 尾認の長さは鞍板の
１～１．５倍（第１１図， Ｊ～Ｍ），

　

採集地： 阿寒 （和琴半島， コタソ， 川湯， 阿寒湖畔）， 網走， 大雪山， 知床半島，

　

分

　

布： アメリカ合衆国， カナダ， アラスカ， アジア北部， ョーｐッパ北部， 日本 （北海道），

　

生

　

態：１９６０年阿寒国立公園の和琴半島（５月２０日）， コタソ （５月２０日）， 川湯 （５月
２１日），

阿寒湖畔（５月２２日）より４令幼虫， 及び蛸が， 網走 （６月
５日）より４令幼虫， 及び中断が， 大雪

山中腹の愛山渓 （６月１１日） より３， ４令幼虫が， ュコマペベッ （６月２２日）より４令幼虫が採集

きれた． 阿寒ではエゾヤブカ （
Ａｅｄｇｓｇｓ叱れｓｚｒｓ） 及びトカチャブカ （Ａｅｄｅｓｃのγ加瀬癖） と， 網走で

はエゾヤブカ及びアカソヤブカ （Ａｅｄｅｓｅ鷲報ｃな郡） と， 愛山渓， 及びユコマソベッではエゾヤブ

カといずれも混オ要する場合が多かった， 棲息水域は融雪による一時的な水溜まり， 叉は湿地の水溜

まりであり， いずれも落葉， 枯葉が水底に溜まって為り， 所によっては紙屑， わら屑等が
混入して

いる水域もあった． 幼虫は年１回発生するものと思われる．

　

考

　

察： これまで日本で報告きれている

　

ｏｃ賜餅ｏねれ燈 亜属のうちトカチャブカ （Ａｅｄｅｓｃｏｉｚ’’“－

ｚｆｍｓ）， ヒサゴヌマヤブカ （Ａｅｄｅｓｄ南郷αの‘ｓ）， アカンヤブカ （Ａｅｄｅｓ 錆びｚに海郡）， チシマヤブカ

（Ａｅｄｅｓｐ撒ｃｆｏｒ） の雌成虫を外観により区別すると次のようになる，
．アカソヤブカは上記の４類

のり度のうちでは最も大型で， 体色も全体に淡褐色． 後脚には
６個の白色帯が明瞭であるのに対し，

他の３種は中型で体色も暗色， 後脚の白色帯も１個あるいは無いかである， トカチャ
ブカは胸側，

－１５５－
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及び楯板後部には褐色剛毛と黒色毛を混生するが， ヒサゴヌマヤブカ， チシマヤブカには黒．色剛毛

は見られない． ヒサゴヌマヤブカとチシマヤブカを比較すると前者は後者よりも小型であり且つ腿

節の白色帯も不明瞭である， 叉前者の後頭部に細長い暗色鱗が見られるが， 後者のそれに暗色鱗が

見られない．

　

近年， 鈴木は札幌附近の銭画から得たキタヤブカ

　

Ａｅｄｅｓ（ｏｃただｒｏｒ鰭ｚｆｓ） 脳幼ｄ似れ‘ｓについて報

告 している （鈴木１９５９）． ＣＡＲＰＥＮＴＢＲ 等 （１９５５）， 及び鈴木によると， 雄成虫生殖器の形態ではチ

シマヤブカとキタヤブカとの区別は困難のようである． しかし鈴木の記載ではキタヤブカの雄成虫

生殖器の第９腹板の剛毛は約６本となっているのに対し， 筆者等の採集したチシマヤブカのそれは

１２本前後であるからこの剛毛数の違いは両種の区別点となるかもしれない． 尚 ＣＡＲＰＥＮＴＥＲ等はこ

の第９腹板については記載していない，

　

また ＶｏｃＫＥＲＯＴＨ （１９５４）， 及び ＣＡＲＰＢＮＴＢＲ 等 （１９５５） はキタヤブカの雌成虫の麹の前縁脈

（ｃｏｓｔａ） の基部には白色鱗の斑点があるが， チシマヤブカのそれには白色鱗の斑点がないと述べ

ている， 筆者等の採集したチシマヤブカにもこの白色鱗の斑点はみられなかった． しかし， 鈴木は

北海道産のキタヤブカにも前記の白色鱗の斑点がみられるが， 時にこの斑点が明らかでない場合が

あると述べているので， この特徴だけでは両種の区別がつかない場合もあると思われる．

ＩＶ． 月ぞ′をぶ（４βゐぶ） 中郷′ｇ婚

　

ＭＥＩＧＥＮ，１８１８

　　　　

ホッコク ャ ブ 力 （第１２図）

　

雌成虫 ： 中型というよりはむしろ小型に近い種類で吻は暗色で長い． 触髪は短く暗色． 後頭部

は淡黄鱗で被われ， 左右両側には褐色鱗の斑紋がある．ｔｏｒｕｓ （触角基部の膨大部） は褐色で， 左

右両

　

ｔｏｒｕｓ

　

の内側は暗色で小剛毛を生じる． 楯板タト皮は褐色． 楯板は淡褐色鱗で被われ， 黒褐色

剛毛をまじえる． 小楯板は淡黄色鱗と褐色毛で被われる． 後楯板は暗褐色． 腹部第
１節は褐色鱗と

淡黄色鱗で被われる． 第１節以外の腹節は黒褐色鱗で被われるが基部には灰白色蕉燐帯がある． 腹節

の腹面は一様に灰白色鶴で被われる． 脚は黒く， 腿節の後部表面は白色鱒， 末端部は黄白色鱒．

腿節， 及び睡節には黒色毛と黄白色毛とを混生する （第１２図， Ａ）．

　

雄成虫生殖器： 第９背板 （第１２図， Ｄ） は左右両側から突出し， 両突起は１２～１４本の剛毛を具

える． 第１０腹板は硬化し， 外側に湾曲し， 先端で細くなる， 中央体は特に硬化し， 先端部と基部で

閉じ， 腹側と背側で開く， 小把握片 （第１２図， Ｃ） は柄部で不等大に２分岐し， 大枝は
４～５本，

小枝は２～３本の剛毛を具える．イ則片は基部で最も広く， 先端に行くにつれて狭くなり， 鱗片， 及

び長短の剛毛で被われる．｛則片の長さは基部の幅の約２倍． 基部葉は剛毛と徴毛で被われ， 基部で

広く先端で狭くなる． 先端薬はない． 把握片は， その基部がイ則片に挿し込まれた形状をなし， 基部

で大小２個に分岐する， 小枝は先端に４～７本の剛毛を具え， 大枝は更に先端で２分岐し， 小突起

で被われる （第１２図， Ｂ～Ｄ），

　

雌成虫生殖器 ： 第８腹板は先端が弱いＶ字形の切れこみをもった薮形． 第８背板は戴形． 第９

背板 （第１２図， Ｈ） は要の切れた扇形で２個の先端薬を有し， 先端葉にはそれぞれ
９～１３本の側縁

毛を具える， ｌｎｓｕｌａは軟毛が多い．Ｃｏｗｌは先端が平板．ａ
ｔｒｉａｌｐｌａｔｅは細長く両側から突出する．

後生殖薬は中央が凹み， ほぼ正方形をなす． 後生殖葉の基部には短剛毛， 先端部には長剛毛 を生

じ， 特に長い１対の剛毛が先端にある． 尾葉は円筒状で長く， 長短の剛毛を生じる． 受精嚢は
３個

で， １個は他の２個よりやや大きい （第１２図， Ｂ～Ｈ），

　

顛：燐泳片は長り同形， 中肋はほぼまっすぐ． Ａ毛は単条． 燐泳片毛は単条，第
８節腹節毛は単条
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第１２図

　

Ａｅｄｅｓ（Ａｅｄｇｓ）のぞけ釧ｓＭｍＧＲＮ，１８１８ ホッコクヤブカ

Ａ：雌成虫，Ｂ～Ｄ：雄生殖器（ａｉｌ夏面；Ｃ，′」・把握片；Ｄ，第９背板）．Ｅ～Ｈ：断た生殖器（Ｅ，背面；
Ｆ，第

９与板；Ｇ，腹面；Ｈ，内部生殖器）．１：踊尾部．Ｊ～Ｍ：幼虫（Ｊ，頭部；Ｋ，尾部
・；Ｌ，側鱗；ハ４，呼吸管疎）．
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（第１２図，工），

　

４令幼虫：触角の長さは頭の長さの１／２以上あり， 表面に疎が多い． 柄の中央より基部寄りに数

本に分岐した触角毛がある． 後額板毛 （第１２図．Ｊ，４） は小さく数本に分岐． 内前頭毛 （第１２図，

Ｊ，５） は５～７本に分岐．中前頭毛 （第１２図，Ｊ，６） は５～７本に分岐，外前頭毛 （第１２図．Ｊ，７）

は７～１２本に分岐， 内前頭毛， 中前頭毛， 外前頭毛はほぼ一直線上に並ぶ， 第８節の側蟻の数は１２

～１５個でほぼ２列に並ぶ．側鱗 （第１２図， Ｌ） の先端は鋭く尖り， 両側に小煉を有する． 呼吸管比

は４，０～４，５， 呼吸管糠 （第１２図， Ｍ） は１６～２０本で， 呼吸管の基部より密に並び， 呼吸管の中央を

越える． 呼吸管毛に近い呼吸管疎２～３本はややはなれて生じる， 呼吸管練の基部には１～４本の

小糠を具える． 呼吸管毛は小さく， ３～５本に分岐し呼吸管糠を越えて生じる， 呼吸管には３対，

稀に４対の微毛を具える． 尾節の長さは幅の約３／ま， 鞍板毛は１～２本で鞍板より短い． 背面刷毛

状毛の上毛は短い毛束， 下毛は１本の長剛毛， 腹面刷毛状毛は長い毛束が列生する． 足魚恩は． 腹面

の２本は鞍板の約２．５倍， 背面の２本は腹面のそれよりやや長い （第ＩＺ図，Ｊ～Ｍ）．

採集地： 阿寒， 大雪山．

　

分

　

布： アメリカ合衆国， カナダ， ヨーロッパ， アジア， 日本 （北海道）．

　

生

　

態：１９６０年， 阿寒国立公園の和琴半島（５月２０日，３～４令幼虫）， 大雪山系の天人峡（５月

２９日， ２～３令幼虫） で採集された． 棲息水域はいずれも融雪水が凹所に溜まったもので， 枯葉，

落葉が水底を被っていた， 幼虫の発生は年１回と思われ， 且つ発生時期は融雪の早晩に左右きれる

ものと思われる．

　

考

　

察： Ａｅｄｇｓ 亜属に所属する 蚊， 特に ホッコク ヤブカとェゾ ャブヵを幼虫で区別すること

ば， 従来困難なこととされていた， 従って筆者等は和琴から採集した幼虫を個別飼育し， 一貫した

標本を作成し， まずその雄成虫生殖器によりホッコクヤブカ （Ａｅｄｅｓｃｚ
ｒ劣ｚｅｒｅ乙ｆｓ） であることを確か

め， 続いてその個体の
４令幼虫の脱皮殻を調べて， 幼虫の特徴を見出し， 更に雌成虫の特徴まで確

認することができた． 以下本種の特徴をェゾャブヵ （Ａｅｄｅｓｅｓｏｅ’？“ｓ） のそ れと比較 しながら記

す．１） 雌成虫の外形はェゾャブカのそれと酷似するが， 楯板後部， 及び小楯板の黒褐色剛毛と，

後頭部の褐色鱗による斑紋とがェゾャブヵよりも顕著である． ２） 雌成虫殖器は第９背板の形は要

の切れた扇形をなすがェゾャブカでは鞍形 ・ート形） である，３）４令幼虫の呼吸管疎の数は北米

産のものは ＣＡＲＰＥＮＴＥＲ等 （１９５５） によると１２～２１本となっているが， 筆者等の採集したものは１６

～２１本 （平均１８本） である． エゾヤブカのそれは１１～１６本 （平均１３本） である，４）．４令幼虫の呼

吸管の徴毛は ＣＡＲＰＥＮＴＥＲ 等， 及び ＨＡＲＡ（１９５８） には見られないが， 阿寒， 天人峡のものにはい

ずれも３対 （稀に４対）の微毛がみられた． ェゾャブヵでは呼吸管の徴毛は６対（稀に７対）であ

る．５），４令幼虫の尾魚，響，の長さは背面の
２本は腹面の２本よりやや長いが， ェゾャブヵではほぼ等

長である．
・

Ｖ． 要

　　　　　

約

１） １９５８年から１９６０年の３ヶ年にわたり， 阿寒国立公園一帯及び知床半島のウトロを中心にした

オホーツク海側に棲息する！『ての種類及びその発生水域を調査した．
２） 阿寒ではミスジハボシカ， アヵソヤブカ， トカチャブカ， チシマヤブカ，

’エゾヤブカ， ホッ

コクヤブカの６種類の蚊が確認された． これらのうちトカチャブカ， チシマヤブカ， ホッコクヤブ

カの３種は， 阿寒では未記録の種類である． 副雪水の溜まった一時的な水域のうち， 比較的大型の

ものにはトカチャブカ， チシマヤブカボ発生し， 比較的小型のものにはェゾャブカ， ホッコクヤブ

ー１５８－
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三

カボ発生する傾向がみられた， 特に和琴や川湯の湿地帯では， トカチャブカ， チシマャブヵが極め

て密に発生していた． アカソヤブカは融雪水に発生する種類であるが， 阿寒では成虫が採集されて

いるだけで， 幼虫は未だ確認されていない． ミスジハボシカは阿寒湖畔のボート内の溜まり水にま

で棲息、していた，
３） 知床ではヤマト′・マダラ力， アカイエカ， ミスジハボシカ， トウゴウヤブカ， ヤマ トヤブ

カ， ヤマダシマカ， ミスジシマカ， トカチャブカ， ェゾャブヵの９種類の！１ーセ力ま確認された， これら

のうちトカチャブカだけは北海道特有の種類であるが， 他の８種類はすべて本州に棲息しているも

のと共通する， トゥゴウヤブカが海岸の潮溜まりに， アカイエカが民家の汚水溜めにそれぞれ発生

していたが， これは本州や道内各地の岩石海岸地帯で普通にみられるところのもので， 目新しいも

のではない， 林内の融雪水域にはトカチャブカ， ェゾャブヵなどが発生しているが， 大雪山系や阿

寒一帯にみられるような大型の水域は無く， 比較的小型の水域が散在している程度である． ヤマト

ヤブカ， ヤマダシマカ， ミスジハボシカの３種が， 露天の空樽に混棲している例がみられたが， 棲

息密度は高いものではなかった．
４） 邦産のチシマヤブカ及びホッコクヤブカについては， 従来雌雄各成虫の外部生殖器しか記載

されていなかったので， 今回阿寒から得られた幼虫を個別飼育し， 幼虫， 蝋， 成虫について一貫し

た記載を為こない， 且つ類似種との区別点を明らかにした．
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